
[ポリスの発展] 

・ポリス間の争いで戦えるのは、武具を買って重装歩兵として参加する貴族だけだった。 

→工業が発達して武具の値段が下がると、平民も武具を買って戦争に参加できる。 

→平民の発言力が高まって貴族制を打倒していく。 

 

〈スパルタ〉…ドーリア人のポリス 

・穀物自給が可能なため、交易を絶って鎖国を行う。 

・幼少期から軍事訓練を行い、少数のスパルタ人が支配を行う。 

 スパルタ人…第１身分で貴族制を行う。 

 ペリオイコイ…劣格市民で商業に従事した。 

 ヘイロータイ…隷属農民。スパルタ人に貢納を納める。 

上記２つの体制を合わせて、リュクルゴス制という。 

 

 

〈アテネ〉…イオニア人のポリス 

・前８世紀半ば…貴族制としてポリスが成立する。 

→前７世紀…ドラコンの成文法：法を文章化して貴族による法の独占を破る。 

→前５０８年…ソロンの改革(1)負債の帳消し 

(2)債務奴隷の禁止 

(3)財産政治を行う 

⇒改革は失敗。謀略を用いて非合法に政権を握る僭主が現れる。 

→僭主：ペイシストラトスの政治：ラウレイオン銀山の開発 

アテネの美化など平民に優しい政治。 

→前５０８年…クレイステネスの改革 

(1) オストラシズム(陶片追放)の制度…独裁になりそうな人の名前を陶器の破片に記して 

                 6000票以上でアテネを 10年間追放となる。 

→後にオストラシズムは権力奪取の道具となる。 

 

(2) 血縁に基づく４部族制を廃止し、地区(デーモス)を基準にした地域的部族制にする。 

500人評議会をアテネの最高決定機関である民会の先議機関とする。 

  

 


